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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡挿入部を構成する内視鏡可撓管内に挿通されるワイヤー部材と、
　前記ワイヤー部材の一端に設けられ、前記内視鏡挿入部に設けられるライトガイドの口
金が着脱される固定部と、
　前記ワイヤー部材の中間部に設けられ、該ワイヤー部材と内視鏡可撓管との相互間の直
線移動に連動して前記内視鏡可撓管内に管軸方向に収容されたガイド管を振分け修正する
ブラシ部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡可撓管内振分け装置。
【請求項２】
　前記ブラシ部は、ナイロン製であることを特徴とする請求項１記載の内視鏡可撓管のコ
イル振分け装置。
【請求項３】
　前記ワイヤー部材は、巻取り伸長可能な弾発素材で形成したことを特徴とする請求項１
又は２記載の内視鏡可撓管内振分け装置。
【請求項４】
　前記ワイヤー部材の他端には、回転位置規制のためのブロック取付け部が設けられるこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか記載の内視鏡可撓管内振分け装置。
【請求項５】
　前記ブラシ部は、前記ワイヤー部材を中心として放射状に設けられることを特徴とする
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請求項１乃至４のいずれか記載の内視鏡可撓管内振分け装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば生体臓器等の内部を観察したり、術部の処置に供される内視鏡の挿
入部に係り、特にその内視鏡可撓管内に収容されるガイド管を振分け修正するに用いられ
る内視鏡可撓管内振分け装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、内視鏡の体腔内に挿入される挿入部は、対物レンズ等の配される先端部が、湾
曲部の先端に設けられ、この湾曲部の基端に内視鏡可撓管が接続されて構成される（例え
ば、特許文献１参照）。
【０００３】
　このような挿入部は、その先端部にイメージガイド（ＩＧ）バンドル及びライトガイド
（ＬＧ）バンドルの一端部が接続され、このＩＧバンドル及びＬＧバンドルの後方側の他
端部は、上記湾曲部に挿通されて一まとめされて上記内視鏡可撓管内に挿通される。この
うちＬＧバンドルは、さらに延出されて、その端部に、例えば雄螺子の形成された口金が
設けられる。
【０００４】
　上記内視鏡可撓管には、複数のガイド管が収容配置され、このガイド管には、上記湾曲
部内に配される周知の湾曲駒に連結された操作ワイヤーが挿通される。この操作ワイヤー
の基端は、手元側に配される操作部に操作可能に取付けられ、この操作部の操作により、
出入りさせて湾曲駒を可動させ、湾曲部を湾曲駆動するように構成される。
【０００５】
　ところで、上記湾曲部に連結される内視鏡可撓管内に配される複数のガイド管は、その
端部が口金を介して内視鏡可撓管内に固着された状態で、操作部方向の元側に延出されて
収容配置される。このため、複数のガイド管は、内視鏡可撓管内において、その中間部が
交差した状態で収容される。
【０００６】
　そこで、複数のガイド管は、内視鏡可撓管内に先端部から延出されて湾曲部に挿通され
たＩＧバンドル及びＬＧバンドルを挿通させる組立て時、周壁に複数のガイド管案内溝を
所定の間隔に設けたステンレス等の金属材料製の振分け具を用いて内視鏡可撓管内の所望
の位置に規律的に振り分け修正する方法が採られる。
【特許文献１】特開平６－１４８６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記ガイド管振分け手段では、周壁に複数のガイド管案内溝を所定の間
隔に設けた振分け具を用いる構成上、振分け具の製作に削り出し加工が必要となることで
、その製作が非常に面倒であると共に、複数のガイド管の配置構成に応じた複数の振分け
具を用意しなければならないことで、その輸送や保管管理が煩雑となるという不都合を有
する。
【０００８】
　この発明は上記の事情に鑑みてなされたもので、保守交換を含む製作の簡略化を実現し
たうえで、輸送や保管管理を含む取扱い性の向上を実現し得、且つ、使用形態の多様化を
図り得るようにした内視鏡可撓管内振分け装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明は、内視鏡挿入部を構成する内視鏡可撓管内に挿通されるワイヤー部材と、前
記ワイヤー部材の一端に設けられ、前記内視鏡挿入部に設けられるライトガイドの口金が
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着脱される固定部と、前記ワイヤー部材の中間部に設けられ、該ワイヤー部材と内視鏡可
撓管との相互間の直線移動に連動して前記内視鏡可撓管内に管軸方向に収容されたガイド
管を振分け修正するブラシ部とを備えて内視鏡可撓管内振分け装置を構成した。
【００１０】
　上記構成によれば、固定部に内視鏡挿入部のライトガイドの口金を装着した状態で、ワ
イヤー部材の他端を内視鏡可撓管内に挿通させると共に、ブラシ部を挿入し、ワイヤー部
材と内視鏡可撓管との相互間を直線移動させる。ここで、ブラシ部は、相互間の直線移動
の際に、ガイド管を内視鏡可撓管内に規律的に振分け修正すると共に、その固定部に取付
けられたライトガイドの口金が同方向に直線移動されて、内視鏡可撓管内の所望の位置に
挿通される。
【００１１】
　従って、内視鏡可撓管内におけるガイド管の振分け修正を、柔軟性のあるワイヤー部材
に配した弾性変形可能なブラシ部により行われることで、ガイド管の配置構成の変更を含
む使用形態の多様化が図れると共に、その輸送や保管管理を含む取扱い性の向上を図るこ
とができる。
【００１２】
　また、これによれば、ワイヤー部材にブラシ部及び固定部を設けるだけの簡単な構成で
、内視鏡可撓管内におけるガイド管の振分け修正が可能となることで、その保守交換を含
む製作の簡略化も実現することが可能となる。
【発明の効果】
【００１３】
　以上述べたように、この発明によれば、保守交換を含む製作の簡略化を実現したうえで
、輸送や保管管理を含む取扱い性の向上を実現し得、且つ、使用形態の多様化を図り得る
ようにした内視鏡可撓管内振分け装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、この発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１５】
　図１は、この発明の一実施の形態に係る内視鏡可撓管内振分け装置を示すもので、内視
鏡挿入部１０は、対物レンズ等の配される先端部１１、図示しない湾曲駒の配される湾曲
部１２、及び内視鏡可撓管１３が連設されて形成される。このうち先端部１１には、ＩＧ
バンドル１４及びＬＧバンドル１５が接続される。このＩＧバンドル１４及びＬＧバンド
ル１５は、上記湾曲部１２に挿通された後、一まとめにまとめられ、さらに、ＬＧバンド
１５のみが後方（手元側）に延出されて、その先端にネジ部１６１の形成された口金１６
が取付けられる（図２参照）。
【００１６】
　また、上記湾曲部１２の湾曲駒（図示せず）には、複数の操作ワイヤー１７の一端部が
連結され、この複数の操作ワイヤー１７の他端部は、上記内視鏡可撓管１３内に挿通され
て後方（手元側）に引き出される。
【００１７】
　上記内視鏡可撓管１３内には、例えば複数の口金１３１が周方向に所定の間隔を有して
設けられ（図３参照）、この口金１３１には、フレキシブル性を有したコイル状のガイド
管１８の一端部が取付けられる。そして、このガイド管１８には、上記湾曲部１２から延
出された操作ワイヤー１７が挿通されて、この操作ワイヤー１７が手元側に配した図示し
ない操作部に操作可能に連結される。
【００１８】
　ここで、上記ガイド管１８は、その一端が内視鏡可撓管１３の口金１３１に支持された
状態で該内視鏡可撓管１３内に挿通されることで、その中間部が、材質上、内視鏡可撓管
１３内において交差したり、不規律な状態で収容される。そこで、内視鏡可撓管１３は、
上記ＩＧバンドル１４及びＬＧバンドル１５を挿通させて上記湾曲部１２に連結させる際
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に、ガイド管１８が管路内に規律的に振分けて修正される。
【００１９】
　即ち、このガイド管１８の振分け修正は、振分け誘導部として、ワイヤーであるワイヤ
ー部材２０が用いられ、このワイヤー部材２０が上記内視鏡可撓管１３内に挿通される。
このワイヤー部材２０は、高弾発素材、例えばＮｉ―Ｔｉ等の形状記憶合金で線状に形成
されて巻取り伸張可能に形成され、その一端部に取付け具であるネジ孔２１１の形成され
た固定部２１が設けられる。この固定部２１は、そのネジ孔２１１に対して上記ＬＧバン
ドル１５の口金１６のネジ部１６１が螺合されることで、該ＬＧバンドル１５に取付けら
れる。
【００２０】
　また、上記ワイヤー部材２０には、その他端部にブロック取付け部２２が設けられ、こ
のブロック取付け部２２は、例えば図示しない回転防止ブロックに取付けられる。そして
、このワイヤー部材２０の中間部、例えば一端部における固定部２１の近傍には、弾性変
形可能な例えばナイロン製のブラシを取付けた振分け用ブラシ部２３が設けられる。
【００２１】
　ブラシ部２３は、弾性変形可能に形成され、上記内視鏡可撓管１３内に挿入されると、
その弾性力に抗して該内視鏡可撓管１３内の口金１３１に取付けられたガイド管１８の外
周壁に沿うように弾性変形される。
【００２２】
　上記構成において、先端部に湾曲部１２の一端部を先端部１１に連結させた状態で、Ｌ
Ｇバンドル１５の口金１６のネジ部１６１をワイヤー部材２０の固定部２１のネジ孔２１
１に螺合させて取付けて、該ワイヤー部材２０の他端部を内視鏡可撓管１３内に挿通させ
る。ここで、ワイヤー部材２０は、ブラシ部２３が内視鏡可撓管１３内に挿入されると、
その弾性力に抗して口金１３１に装着されたガイド管１８の外周部にならうように弾性変
形される。
【００２３】
　ここで、ワイヤー部材２３は、その他端部のブロック取付け部２２が上記回転防止ブロ
ック（図示せず）に取付けられて内視鏡可撓管１３内に回転位置が規制された状態に配さ
れる。
【００２４】
　次に、ワイヤー部材２０が、上記回転防止ブロック（図示せず）により回転位置規制さ
れた状態で、内視鏡可撓管１３を、湾曲部１２に連結させるように湾曲部方向に移動させ
ることで、ワイヤー部材２０と内視鏡可撓管１３の相互間が直線移動される。
【００２５】
　すると、ブラシ部２３は、内視鏡可撓管１３とワイヤー部材２０の相互間の直線移動に
より、該内視鏡可撓管１３内のガイド管１８の外周壁に沿って摺動され、ガイド管１８を
略直線状に規律的に振分け修正してＩＧバンドル１４及びＬＧバンドル１５の収容空間を
形成する。この内視鏡可撓管１３とワイヤー部材２０との相互間の直線移動により、固定
部２１は、ＩＧバンドル１４及びＬＧバンドル１５を、ブラシ部２３で略直線状に規律的
に振分けられたガイド管１８の略中央部の収容空間を通して内視鏡可撓管１３内に挿通さ
せる。
【００２６】
　そして、上記内視鏡可撓管１３内のガイド管１８には、上記操作ワイヤー１７がそれぞ
れ挿通され、先端部１１、湾曲部１２及び内視鏡可撓管１３を連設した内視鏡挿入部１０
の組立てが完了される。
【００２７】
　このように、上記内視鏡可撓管内振分け装置は、ワイヤー部材２０の一端部に固定部２
１を設けて、この固定部２１に対応して弾性変形可能なブラシ部２３を設け、その固定部
２１に対して湾曲部１２に挿通されたＬＧバンドル１５の口金１６を装着して、ワイヤー
部材２０のブラシ部２３を内視鏡可撓管１３内に挿通させ、ワイヤー部材２０と内視鏡可
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撓管１３との相互間を直線移動させてブラシ部２３で内視鏡可撓管１３内のガイド管１８
の振分け修正を行うように構成した。
【００２８】
　これによれば、内視鏡可撓管１３内におけるガイド管１８の振分け修正を、高弾発性の
ワイヤー部材２０に配した弾性変形可能なブラシ部２３により行われることで、ガイド管
１８の配置構成の異なる内視鏡挿入部構造においても使用することが可能となることで、
使用形態の多様化を図ることができる。
【００２９】
　また、輸送や保管時においては，そのワイヤー部材２０を持ち運びに適した形状に丸め
たりすることで、その損傷の防止が図れて、容易な輸送及び保管を実現することができる
ため、簡便にして容易な取扱いを実現することができる。
【００３０】
　また、これによれば、ワイヤー部材２０にブラシ部２３及び固定部２１を設けるだけの
簡単な構成で、内視鏡可撓管１３内におけるガイド管１８を規律的に振分け修正すること
が可能となるうえ、消耗部品としてブラシ部２３を備えるだけで済むため、その保守交換
を含む製作の簡略化も実現することができる。
【００３１】
　なお、上記実施の形態では、ワイヤー部材２０の他端部にブロック取付け部２２を設け
て、このブロック取付け部２２に上記回転防止ブロック（図示せず）を取付けてワイヤー
部材２０を回転位置規制するように構成した場合で説明したが、この構成に限ることなく
、構成可能である。
【００３２】
　また、上記実施の形態では、ワイヤー部材２０を回転位置規制して、該ワイヤー部材２
０に対して内視鏡可撓管１３を直線移動させてガイド管１８の振分け修正を行うように構
成した場合で説明したが、これに限ることなく、ワイヤー部材２０を内視鏡可撓管１３に
対して直線移動させるように構成することも可能である。
【００３３】
　さらに、上記実施の形態では、ＬＧバンドル１５の口金１６に対して固定部２１をネジ
構造で連結するように構成した場合で説明したが、これに限ることなく、各種の連結構造
を構成することが可能である。
【００３４】
　よって、この発明は、上記実施の形態に限ることなく、その他、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さらに、上記実施形態に
は、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組合せ
により種々の発明が抽出され得る。
【００３５】
　例えば実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解
決しようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果で述べられている効果が得
られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【００３６】
　また、この発明は、上記各実施の形態によれば、次のような構成を得ることも可能であ
る。
【００３７】
　　（付記１）
　内視鏡可撓管内に挿入するワイヤーと、
　前記ワイヤーの一端に設けたライトガイドの口金を取付ける取付け具と、
　前記取付け具の他端側に設けたブラシとからなる内視鏡可撓管コイル振分け装置。
【００３８】
　　（付記２）
　前記ブラシは、ナイロン製であることを特徴とする付記１記載の内視鏡可撓管コイル振
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【００３９】
　　（付記３）
　前記ワイヤーは、高弾発素材（Ｎｉ―Ｔｉ）で形成し、柔軟性を有することを特徴とす
る付記１又は２記載の内視鏡可撓管コイル振分け装置。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】この発明の一実施の形態に係る内視鏡可撓管内振分け装置の構成を示した分解斜
視図である。
【図２】図１の要部を取出して示した詳細図である。
【図３】図１のガイド管振分け修正状態を示した断面図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１０…内視鏡挿入部、１１…先端部、１２…湾曲部、１３…内視鏡可撓管、１３１…口
金、１４…ＩＧバンドル、１５…ＬＧバンドル、１６…口金、１６１…ネジ部、１７…操
作ワイヤー、１８…ガイド管、２０…ワイヤー部材、２１…固定部、２１１…ネジ孔、２
２…ブロック取付け部、２３…ブラシ部。

【図１】 【図２】

【図３】
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